
令和 3年 12月 1日発行　　ハローシニア佐倉　No.28　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　（公社）佐倉市シルバー人材センター広報委員会 令和 3年 12月 1日発行　　ハローシニア佐倉　No.28　　　　　　　　　1　　　　　　　  　　　　　（公社）佐倉市シルバー人材センター広報委員会

（公社）佐倉市シルバー人材センター　 〒285-0025　佐倉市鏑木町198-2　レインボープラザ2F　 　　　　　　　  　　  TEL:486-5482 /FAX:486-5419 （公社）佐倉市シルバー人材センター　 〒285-0025　佐倉市鏑木町198-2　レインボープラザ2F　  TEL:486-5482 /FAX:486-5419 月号202112

（公社）佐倉市シルバー人材センター
ホームページ

佐
倉
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
も
言
え
る
オ
ラ
ン
ダ
風
車
の
あ
る
ふ
る
さ
と
広
場
。

こ
こ
で
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
観
光
船
の

助
手
兼
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
働
い
て
い
る
鴇
﨑
金
次
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

取
材
担
当
／
広
報
委
員
　
小
野
寺
　
弘
孝

 作品
屋台のお店色々

コスモスフェスタ

兼田勝美船長（右）と鴇﨑さん

離船時のもやい作業写真を示しながら説明

佐
倉
コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス
タ

　

１０
月
半
ば
の
取
材
当
日
、
ふ
る
さ
と
広
場
は
５０

万
本
の
赤
、
黄
、
ピ
ン
ク
な
ど
色
と
り
ど
り
コ
ス
モ

ス
の
花
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
朝
早

く
か
ら
小
さ
な
子
供
さ
ん
連
れ
の

家
族
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
周

り
に
は
た
こ
焼
き
な
ど
の
屋
台
の

お
店
や
猿
ま
わ
し
の
見
せ
物
ま
で

出
て
、
お
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
広
場
で
は
佐
倉
花
め

ぐ
り
イ
ベ
ン
ト
と
称
し
て
、
４
月
に

「
佐
倉
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
」、

７
月
に
は
「
風
車
の
ひ
ま
わ
り
ガ
ー

デ
ン
」、
そ
し
て
１０
月
に
は
「
佐
倉

コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン

ト
期
間
の
土
日
に
観
光
船
の
乗
合

船
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

職 場 紹 介
印旛沼観光船 助手兼観光ガイド

印
旛
沼
観
光
船

　
観
光
船
は
乗
合
船
の

他
に
、
イ
ベ
ン
ト
期
間

以
外
の
週
末
に
運
行
さ

れ
て
い
る
渡
し
や
、
団

体
の
予
約
で
不
定
期
に

運
行
さ
れ
る
最
長
２
時

間
の
周
遊
コ
ー
ス
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
乗
り
方
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
取
材
で
乗
船
し
た
の
は
土
曜
日
の
１０
時
発
の
乗
合

船
。
乗
合
船
は
２
艇
の
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
が
３０
分
間

隔
で
午
前
午
後
そ
れ
ぞ
れ
４
便
ず
つ
、１
日
合
計
８
便

が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
乗
合
船
の
コ
ー
ス
は
飯
野
竜
神
橋
下
の
船
着
場
か

ら
出
発
し
、
オ
ラ
ン
ダ
風
車
を
左
に
見
な
が
ら
西
印

旛
沼
に
乗
り
出
し
、
双

子
橋
が
見
え
る
辺
り
で

U
タ
ー
ン
、
約
４０
分
で

戻
る
周
遊
コ
ー
ス
で
す
。

お
客
様
の
定
員
は
本
来

１１
名
の
と
こ
ろ
、
現
在

は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

６
名
に
減
ら
し
て
運
行

し
て
い
ま
す
。

死
角
に
な
る
左
舷
の
安
全
確
認
、
船
の
離
船
・
着
船

時
の
ロ
ー
プ
着
脱
の
も
や
い
作
業
、
救
命
胴
衣
の
装

着
は
じ
め
お
客
様
の
お
世
話
、
そ
し
て
観
光
案
内
と

様
々
で
す
。

　
鴇
﨑
さ
ん
が
こ
の
仕
事
を

始
め
た
の
が
４
年
前
、
人
と

接
す
る
こ
と
が
好
き
で
こ
の

仕
事
を
続
け
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
お
客
様
の
子
供
さ
ん

に
優
し
く
声
を
か
け
て
説
明

を
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　
乗
船
中
ガ
イ
ド
す
る
内
容

は
、
印
旛
沼
の
水
生
植
物
、

生
息
す
る
鳥
や
魚
、
カ
ミ
ツ

キ
ガ
メ
の
捕
獲
な
ど
様
々
な

話
題
に
及
び
ま
す
。「
な
る
べ
く
お
客
様
の
興
味
を

引
く
よ
う
、
資
料
や
写
真
を
お
見
せ
し
て
説
明
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
知
識
を
吸
収
す
る
様
、
印
旛
沼
に

つ
い
て
の
講
演
を
聴
き
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

大
勢
の
ラ
イ
ン
仲
間
に
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
仲
間
か
ら
も
新
し
い
話
題
を
吸
収
し
て
い
ま

す
。」
と
ス
マ
ホ
の
色
々
な
画
面
を
見
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　
最
後
に
観
光
船
の
P
R
で
す
。「
観
光
船
は
１
０
０

％
換
気
状
態
で
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
安
全
で
す
。
朝
か

ら
ほ
と
ん
ど
の
便
が
満
席
に
な
っ
て
い
ま
す
。
岸
か

ら
と
は
違
う
、
水
上
か
ら
見
る
印
旛
沼
の
新
鮮
な
景

色
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
下
さ
い
。」

　

鴇
﨑
様
、
取
材
に
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
も
お
元
気
で
印
旛
沼
の
魅
力

を
お
伝
え
下
さ
い
。

人
と

趣
味

中
村
　
昭
三 

会
員
（
臼
井
千
代
田
地
区  

3
班
） 

１１
月
に
入
り
、
新
蕎
麦
の
で
き
る
時
期
に
な
り
、
江
原
台
で
毎
週
木
曜
日

の
み
営
業
し
、
手
打
ち
蕎
麦
を
食
べ
さ
せ
る
「
そ
ば
処
・
遊
」
と
い
う
お

店
を
訪
ね
ま
し
た
。
店
内
か
ら
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
〜
‼
」
と
言
う
明

る
い
挨
拶
が
聞
こ
え
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
リ
ズ
ム
良
く
お
蕎
麦
を
切

る
音
、
微
か
に
カ
ツ
オ
出
し
汁
の
香
り
が
漂
う
。
そ
ん
な
「
本
格
的
手
打

ち
蕎
麦
」
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供
し
て
い
る
穴
場
店
で
趣
味
と

し
て
働
い
て
い
る
中
村
さ
ん
か
ら
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　中村さんは、京都市西陣で生まれ育
ち、その後、東京日本橋で40年以上、
呉服に携わってきた自称「和服の似合
う？きもの人」だそうです。それがど
ういう動機で、「蕎麦打ち」が趣味に
なっていったのか？本人曰く「子供が
成長するにつれ、晴れの日（行事）には、
蕎麦を打って祝ってやりたかったか
ら」との事。20年程前から本を読んだ
りして、家で打っていたのですがなか
なか上手に出来ず、祝いの日なのにみ
んな変な笑顔だったそうです。「これ
は何とかしないといかん」と思ってい
たところ、6年前、散歩の途中に偶然「蕎
麦打ち体験教室」を見つけて、村上先
生と出会い、早速先生のところへ入門
されたとの事。

　先生の教えは「蕎麦はオープンキッ
チンだよ！人前で打たないと上達しな
い」と言う考え方。コロナ禍以前は、
色々な施設へ行き、親子蕎麦打ち教室、
男の料理教室などいろんな方々の前で
打ちました。そのおかげで恥をかきな
がら、どうにかお客様に出せるように
なり、今では味に厳しい家族も笑顔で
食べてくれるようになったそうです。

　体験談の後、目の前で蕎麦打ちの実
演を見せてくれました。まず大きな木
鉢に今年初めて採れたそば粉を二八に
配合して、適量の水分を加え、手早く
混ぜこねていく“水まわし” という特に
重要な手順で、プロ並みの手つきは長
年の鍛錬のたまもの。
蕎麦の出来はこれで決
まるという。それを１
つの塊にまとめる「く
くり」。手のひらで円盤状にしていく
「練り」、麺棒を使ってまずは丸く次に
四角に、ひたすら切れないように念じ
つつ薄くしていく「延ばし」。これを「た
たみ」、独特の包丁とこま板を使って

蕎麦の太さにトント
ンと「切る」。これが
１つの見せ場のよう
で、真剣な様子に魅
了されました。最後
に「茹で」で新蕎麦

　　　　　　　　 の出来上がり。
　最後に、今後の希望と長く続けられ
る蕎麦打ちの魅力について伺うと、「こ
れからも毎週木曜日にそば処「遊」回
転木馬店、電話043-488-6642（営業時
間10：00～14：00）で美味しい蕎麦
を打っているので、ぜ
ひ食べに来ていただ
き、たくさんの笑顔に
出会えたらうれしい。」
蕎麦打ちの魅力は「難
しいから面白く、日に
よって違うのでやりが
いがあり、言う事聞かない分楽しい」
とユニークに語ってくれました。
　中村さん、回転木馬店の皆さん、取
材へのご協力ありがとうございました。

取材担当／広報委員　長谷川　幸雄

飯野竜神橋下の船着場

鴇
﨑
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

　
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
手
兼
ガ
イ
ド
で
登
録
し
て
い
る

の
は
３
名
。
助
手
兼
ガ
イ
ド
の
お
仕
事
は
、
船
長
の

スマホでも
ご覧ください

動　画

と
き
ざ
き

左　村上先生
右　中村さん　

会員互助会
「長寿〈米寿・喜寿〉
お祝い会」についての
お知らせ

会員互助会では、例年2月に「長寿お祝い会」として「米寿・喜寿」を迎えられた会員の皆
様にお集まり頂いておりましたが、　新型コロナウイルス感染継続するなかで、会場と
しているミレニアムセンターの使用条件も厳しい状況にあり、会員の感染予防を最優先
とする考えから、今年度の式典は中止することに致しましたので、ご了承願います。
つきましては、対象となられます皆様方には、個別にご案内させていただきますので、宜
しくお願い致します。　 令和3年12月1日          会員互助会会長　岡本 恒雄
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取材担当／広報委員　小野寺　弘孝取材担当／広報副委員長　徳野　廣一

取材担当／広報委員長　岩渕　功

　SSJC役員並びに関係者の尽力に
よりこの特別教育の主催者として
SSJCは評価され、技能向上委員会
が実施しました。 講師は知識・技
能・経験を有すると認められた
SSJCの植木職会員です。

　現在の法律では、チェーンソー特
別教育を修了せずに伐採業務に従
事した作業者は、法律違反により罰
金が科されます。また、チェーン
ソーを使用する樹木伐採の仕事を
SSJCが無資格の会員に紹介する
と、公益社団法人の認定を取り消さ
れ、その影響は他の会員にも波及し
ます。会員の安全と就業の機会を守
ることはSSJCの大きな使命です。

　開会式では佐々木副会長の先導
による安全スローガンの唱和、田中
会長の挨拶、島田講師の紹介があ
り、この後に、受付時に受講者に配
付された２冊のテキストを使用し
て、第1日目の講義が始まりまし
た。テキストの１冊はSSJCの自作
です。

　講師の島田邦生さんは植木職第
16期生の大先輩です。 講義の最初
は、チェーンソー作業での事故をと
りあげて、作業時の安全の確保に関
することです。 続いて、 木の伐採
に関する知識、専用の脚部防護服や

保護具、 チェーンソーの構造、 操
作方法、点検・整備などの知識、運転
中の振動による障害の予防、関係法
令について、１日かけて学びまし
た。 点検・分解・整備の実演には、
SSJC植木職の井澤勝彦講師も加わ
り、現物に触れながら学びました。

　SSJC植木職の堀昌義講師も加わ
り、小篠塚の市チップ置場で学習で
す。 朝礼の後、2班に分かれて３名
の講師より実技の手ほどきを受け
ました。 山積みの木の中から教材
を選び出し、準備を整えたところ
で、講師が基本の切断の手本を見せ
ます。 次に受講者は同じ動作をす
るのですが、道具の構え方や作業姿
勢に丁寧な指導が入ります。 立木
の伐採では、手本通りの操作で切り
口をつけたつもりが、実際の仕上が
り具合は別ものです。 が、回数を重
ねるうちに要領をつかみ、構え方も
安定してきました。 実習で輪切り
にした杉の木片は記念品です。

　特別教育の全課程を修了した13
名には『修了証』並びに携帯用カー
ドが交付され、全員が有資格者にな
りました。
　この教育を修了した植木職会員
は、請負える業務の範囲が拡がりま
す。 皆さん、これからも安全第一
で活躍してください。

会員を守る

自作の教材も準備

第１日目は学科教育

修了証の交付

第２日目は実技教育

認められたSSJCの植木職の水準

佐倉草ぶえの丘にて、
11月13日（土）・14日（日）の
両日開催！

　佐倉市内の商工業や農業の魅力を
多くの市民に伝えるため、佐倉商工
会議所所属企業や、佐倉市内の農業
団体の参加で製品・技術の発表、特産
品の展示・販売等が行われました。                 
　なお、新型コロナウイルス感染症
対策として、入り口での検温と手指
消毒や来場者の氏名記入が行われ、
飲食コーナーを限定するなど、十分
な対策がとられていました。
　両日とも好天に恵まれ、多くの市
民で賑わいました。 主催者発表で、来
場者、出展者、スタッフ合計、二日間
で1万人だったそうです。

　当センターも福祉有償運送部門と
訪問介護部門が出店し、当センター
のＰＲを行いました。 研修棟前の「は
たらくのりもの」コーナーへ、福祉有
償運送レインボーシャトルを展示
し、送迎サービスのPRと車椅子乗車
時のシャトルへの乗降実演を実施
し、大変盛況でした。　

　また、訪問介護事業所スタッフが、
飲食・物販ブースにおいて、「訪問介
護サービス」の説明と各種チラシ類

　10月30日、秋深い佐倉市の夜空
に、市内随所で花火が上がりました。
花火大会は例年ふるさと広場で行わ
れていましたが、昨年は中止となり、
今年は装いを新たにした2年振りの
花火大会となりました。
コロナ禍で外出の自粛も強いられて
いる中、市民の皆さんに希望と元気
を届けようと、佐倉市が知恵を絞っ
て考案した、分散しての同時打ち上
げ花火大会です。

密集・密接を避け、自宅や近隣で花火
を見られる様、 打ち上げ場所を10カ
所に分散し、各300発、20分程度の
打ち上げでした。　
　翌日の打ち上げ場所近辺の清掃作
業は例年当センターが受注していま
すが、今回も合わせて50人のシル
バー会員の
お仕事とな
りました。
　花火大会
を終えて関
係者に振り
返って頂き
ました。 佐
倉観光協会
からは、「例
年多く寄せられる交通渋滞や騒音の
苦情がほとんどありませんでした。 
逆に市民の皆さんからは、自宅に居
ながら小さい子供さんと一緒に楽し
めた。 同時に何ヶ所もの花火が見

られた、など暖かい言葉を頂き
ました。」   市役所産業振興課か
らは、「特に、小さな子供さん連れや
高齢の方々が自宅で楽しむことが
できたと好評でした。 今回の分散花
火大会は少なくとも県内では初め
て、全国でも珍しいのでは。 当夜は
テレビ朝日がヘリコプターを動員
して取材し、翌日夕方の報道番組で
映像が流されました。」
　佐倉市民花火大会関係者の皆様、
工夫を凝らした花火大会をありが
とうございました。

の配布を行うと共に、ブースの反対
側では、センターのPR動画を55イ
ンチの大型テレビで放映しました。
　当日は当センター局員8名で対応
に当たり、多くの会員の来園もあり
ました。 スタッフの皆さん、搬入から
搬出作業を含め、二日間の展示やセ
ンターのPR、大変お疲れ様でした。    

「はたらくのりものコーナー」   のブースへ未来のドラ
イバー訪問

「レインボーシャトル」   への乗降介助実演

佐倉産業大博覧会

志津地区宮の杜公園から

ハロウィン仮装のお嬢さん達がお菓子の差し入れサ
プライズ登場

佐倉
市民花火
大会

羽鳥から見た、
飯重（大輪）、城内町（中輪）、臼井田（小輪）の三輪

佐倉市シルバー人材センターの主催で法定教育を実施
千葉県のシルバー人材センターに先駆けてSSJCでは、

昨年８月の法律改正で実施が義務付けられたチェーンソー特別教育の第１回目を、
今年の9月29日と30日に主催しました。  植木職第30期生の11名と一緒に

２名の市職員の方も受講された現場を取材しました。

特別教育　講師陣（左）井澤 勝彦さん（実技）、（中央）島田 
邦生さん（学科・実技）、（右）堀 昌義さん（実技）

種類とチェーン刃
基本の切断を実習

幹に切り込みをつける

木を倒すための２カ所の
切り口の完成

持ち方・構え方

分解・整備の実演

講義風景　 倒した木の破断部を確認

チェーン刃の砥ぎ方実習 修了証の授与

第1日目 第2日目


